
輸送用コンテナのシステム

輸送、積層される輸送用コンテナ

震災時の仮設住宅

通常の建築物 → 移動、変更が出来ず、建設に時間がかかる

仮設性・災害時に建築物を短期間に建設する必要性

可変性・社会変化に応じ建築空間を組換える必要性

再利用可能性・環境に配慮した建設資材の再利用等の課題

移動可能性・被災地や過疎地のコンビニの移動販売の拡張

・様々な移動手段で輸送可能 移動可能性
・大量につくられ余剰がある 再利用可能性
・容易に積み上げる連結方法 仮設 /可変性

輸送用コンテナを再利用した建築

世界中にはコンテナのシステムをもった建築物

が数多く存在する。本計画では、そういったコン

テナシステムを持つ建築を「コンテナユニット・

アーキテクチャー (CUA)」と呼び、それらの分析

を行うことで CUAの構成・構造・設備を分析し空

間構成を明らかにする。

コンテナユニット・アーキテク

チャーの要素、配列、可変的プログ

ラムを併せて検討した結果、同じ傾

向をもつ 8つの類型が得られた。

これらの類型を共通する性格で整

理すると、A・D-1・D-2はユニット
の可動や集合により空間を拡張する

「空間拡張可能型」の構成といえる。

B・E-2はボリュームや屋根によって
ユニット外とユニット内の空間の両

方をもつ「ユニット内外空間連続型」

の構成といえる。C-1・C-2・E-1は、
ユニットの集合や屋根によって、ユ

ニット外に空間をつくる「ユニット

外空間利用型」の構成といえる。

こうした類型から、用途・可変的

プログラムと空間構成の関係を明ら

かにした。

大学キャンパスにおいても地域への開放等、社

会変化に対応する空間の再構成が必要とされてい

る。そこでCUAの分析をもと、宇都宮大学陽東キャ

ンパスをケーススタディとし、仮設・組替・再利用・

移動可能なユニットを用いた大学キャンパス計画

「コンテナユニットユニバーシティ」を提案する。
宇都宮大学陽東キャンパス 図 . コンテナユニット・アーキテクチャーの構成類型

2.2 コンテナユニットアーキテクチャーの事例 構成分析

表１. コンテナユニットのサイズ

()内の数字は 31 資料中の該当数を示す。以下同様。

表３. 付加要素

表 2. コンテナユニットの種類

表 7. コンテナユニットの集合 表 8. 可動・空間拡張 表 9. 用途と可変的プログラム

なし 独立基礎 その他 布基礎等鉄骨・鋼板

鋼板

鉄骨等

(4) (8) (4) (1)
表 4.CUA の基礎

床 天井壁
・遮熱断熱塗料  
・グラスウ ル   
・ウレタン吹き付け 
・断熱シ ト        

・スタイロ    ・遮熱断熱塗料
・ウレタン吹き付け
・断熱シ ト   

・木質断熱複合板   

・木質断熱複合板   

表 6.CUA の断熱材

表 5.CUA の接合
ツイストロック(4)

ボルト(4)

ブリッジフィテッィング 2)

タ ンバックル(1)

2.1 コンテナユニットアーキテクチャーの事例 要素分析  (31 資料 )
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コンテナユニット _アタッチメント コンテナユニット・ユニバーシティ

敷地は大学の北側のオープンスペースとする。このオープンスペースの角地は、陽東キャンパス沿いに並ぶ桜並木の終点であり、

大型ショッピングセンター、住宅地の公園、近隣の建物の中で一番高い 10 階立てのマンションといったものが大きなオープンス

ペースと巨大な建物が集結する。また、春になると地域住民にお花見の場所として開放される場所でもある。

そこで本計画は、コンテナユニットを用いた仮設・組替・再利用・移動可能なキャンパス計画であると同時に、都市の様々な

ものが集結した、この場所にあったものでなければならないと考え、「敷地周辺のオープンスペースを引き受け、まちに対して開

放的でありつつ、まちに向かって大学の新たな顔・シンボルをつくる計画」とした。

コンテナユニット・ユニバーシティ各用途のユニット／アタッチメント

分析をもとに、CUAの大学キャンパスへの展開を前提とし、5種類のユニットと 8種類のアタッチメントを提案する。

・ラボとライブラリーを繋ぐ道。
・キャンパス内の銀杏並木と続き 
キャンパスと地域を繋ぐ道。

・CUのインフラの道。

インフラ設備

ライブラリーラボ
ストリート

ユニットベースによる様々な要望、規模にそ
ったユニットの配置。配置の可変性。
→ユニットの移動可能性。

HOUSING

ユニット内→書架
ユニット間→閲覧室等のオープンなスペース
ユニットを繋ぐ大屋根による大空間

ユニットベースによる様々な要望、規模にそった
ユニットの配置。配置の可変性。
→ユニットの移動可能性。

CONTAINER   UNIT   UNIVERSITY

陽東キャンパス全体配置図 1/3000

ハウジング

ルーム
サービス
ポータブル
ラボ

ビ
ル
ト
型

リ
サ
イ
ク
ル
型 ライブラリー

ユニットベース

小屋根
スラブ

収納式柱

ユニットベース
コアユニット
大屋根
小屋根
スラブ
階段
収納式柱
手摺

コアユニット
大屋根

階段

手摺

【アタッチメント】【ユニット】 【アタッチメント】【ユニット】 【アタッチメント】【ユニット】

コアユニット
大屋根

ユニットベース

小屋根
スラブ
階段

収納式柱
手摺

ラボ ライブラリー

unit1
unit2

unit3

unit4

unit5

ラボ

ルーム
サービス
ポータブル
ラボ

ビ
ル
ト
型

リ
サ
イ
ク
ル
型 ライブラリー

unit1
unit2

unit3

unit4

unit5

ラボ

ルーム
サービス
ポータブル
ラボ

ビ
ル
ト
型

リ
サ
イ
ク
ル
型 ライブラリー

unit1
unit2

unit3

unit4

unit5

ラボ

柱：St L 175×175×12

梁：St L 175×175×12

ダイヤフラム：St PL 25 
                            コ ナ キャスティング ボルト穴開き

ダイヤフラム：St PL 25 
                              コ ナ キャスティング・ボルト穴開き

梁：St L 175×175×12

柱：St L 175×175×12

屋根: 遮熱断熱塗料の上SOP 屋根: 遮熱断熱塗料の上SOP

ツイストロックによる連結

コン
テナ
ユニ
ット

梁

コア
アタ
ッチ
メン
ト(
輸送
時連
結)

キャットウォ ク：St L  40×40×5
                                      グレ チング t=32 溶接組み

ダイヤフラム：St PL 25 
                              コ ナ キャスティング
                              ボルト穴開き

柱：St L 175×175×12

扉：St L  20×20×3
        エキスパンドメタル 溶接組

 設備配管

ソ ラ パネル t 30

梁:H鋼 
     H 100×100

ユ ット屋根連結:ツイストロック

コン
テナ
ユニ
ット

凹凸に透明樹脂
を流しこむ

コンテナ壁の再利用

L字アングル
による支えささら桁：St PL 12×200 

テント膜
St 丸鋼 Φ9 曲加工

St □ 75×75×3 2

St □ 60×60×3 2

St □ 50×50×3 2

St PL 150×150×15

ツイストロック

ボルト位置

収納方向

コンテナユニット

St FB t 15 穴開加工

ワイヤ ロ プ Φ6

ツイストロックSt PL 150×150×15

コン
テナ
ユニ
ット

床ラワン合板 t 9
      構造用合板t 24 

リップ溝型鋼:C 125×65@300 

H型鋼:H 125×125 

梁山留鋼材 200×200

土台:山留鋼材 250×250

柱:丸形鋼管 150×150

柱：St CT 175×350×12×19

ダイヤフラム：St PL 25  

収納ボックス

はね上げ扉

ビ
ル
ト
型

サービスユニット

ビル 型ポ ル ッ

ビルド ル ム ッ

リサ ル ボユ ッ

接合:ボルト

接合:ボルト

居住ユニット

リ
サ
イ
ク
ル
型

接合:ツイストロック・ブリッジフィッティング

ル サ ッ

クル ラ ブ リ ユ ット

接合:ツイストロック・ブリッジフィッティング

大屋根 小屋根 スラブ

階段 収納式柱 手摺

コンテナユニットの一覧

アタッチメントの一覧

Unit 4 Unit 5

Unit 3

Unit 2Unit 1
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広場

桜並木

大学のゲ トとなる屋根

←ショッピングセンタ

↑ハウジング

↑ラボ

＋450±0

ラボと連続したエントランス

ル ムユ ット サ ビスユ ット

ライブラリ ユ ット

2438 2438 4526 2438 2438 4526 2438 2438 4526 2438 2438 4 26 438 2438

増築方向

年間 5000 冊の本を廃棄する現図書の別館であり、蔵書が増えるごとに増築可能である。
後期計画で桜並木側の境界となるように整備する。

ユ ットへの直接の日射を防ぐ

6058 7450 6058 20502050
23666

基礎梁:山留め鋼 250×250  L 6500mm基礎:鋼板 3000×1500×22

スラブ

大屋根

手摺桜並木

断面図   1/1501 階平面図   1/150 2 階平面図   1/150

  少子化による留学生の誘致により不足されることが想定される学生寮で、必要数

の変化によって増減築可能である。後期計画で整備を行い、住宅地側の境界となる。

ユニット間の接合はボルト接合

ユニットへの直接の日射を防ぐ大屋根

増築方向
広場

EXP.J

ルーム サービス コアアタッチメント

単身者部屋 単身者部屋

←6層のコンテナを支えるRCの直接基礎 増減築を容易にする敷鉄板による直接基礎→

GL

コアアタッチメントによる配管の集約 基礎:鋼板 3000×1500×22

共用部屋

家族用部屋

共用部屋

共有テラス

短手断面図   1/150 長手断面図   1/150

平面図   1/150

共用
廊下 テラス

ラボ→住宅地

積層雁行配置によって付加要素なしでテラス、共用廊下をつくる

GL
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1500 4558
6058

家族用部屋

単身者用部屋

＋380±0

UP UP

UP

家族用部屋共用
テラス

単身者部屋 単身者部屋

増築方向

←ショッピングモール ↓ラボ

↑住宅地

N

共用部屋

1219 24382438243824382438243812192438243824382438121924382438243824382438
4876 32913
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58
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58

EXP.J

コアアタッチメントルーム サービス
Unit1 Unit2

unit 2＋ビルト型
ルームユニット

ビルト型
サービスユニット

unit 1
unit 2＋unit 5

リサイクル型
ライブラリー
ユニット

本棚 本棚 

内壁 結露防止塗料の上SOP

外壁 遮熱断熱塗料の上SOP

扉 框 St □ 50×50×2 3
      波形鉄板 開口部カット材
  遮熱断熱塗料の上SOP 

 St C 100×50

6058

2
4
3
8

2
3
6
2

1
5
0
0

8
6
2

床構造用合板 t=12
      ラワン合板 t=12

開口部 St PL t=9
              St L 30×30×3
              ガラス t=8

本棚本棚

屋根 遮熱断熱塗料の上SOP

6058

25
91

C
H
=
23
09

25
91

2438

平面図   1/60

長手断面図  短手断面図  

平面図   1/100 断面図  

サンル ム(外部の内部化)

リビング
個室

リビング

テラス 個室

水回り

unit 1

unit 1

uni
t 2uni

t 1

unit 2



クレーン車用道路

ポータブルラボ

リサイクルラボ

プラットホーム

小屋根

ストリートはインフラの道でもあり、ラボやライブ
ラリーの給排水などはここを中心に分岐される。ストリート

ハウジング

学外のレンタルラボや大学内での分野を横断したプロジェクト等の為のラボ。校舎改修などで
不足した研究室をつくることもできる。要望にあわせた様々な規模のユニットを配置でき、ユニッ
ト配置の自由度を高めた。プラットホームは、既存樹木部分やライブラリーに面する部分を抜く
ことで小さな広場をつくり、ポータブルラボユニットを配置することで、外部での活動を促せる
ような計画とした。

PL

PL

PL

W
C W
C

+7
50

PL

←ハウジング

クレーン車用道路

ストリート

サービスユニット

ポータブルラボ

リサイクルラボ

プラットホーム

階
段

小広場

小広場

既存樹木の保存

クレーン車作業半径 13m

N

小広場小広場

PORTABLE
LAB

断面図   1/150

平面図   1/60

長手断面図  短手断面図  

平面図   1/200

平面図   1/40

立面図
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10950  st □-75×75 @950

雨水排水用穴

GL

ソーラーパネル  t=30 梁：St L 175×175×121

机

コルクボード
掲示板

スクリーン ソーラーパネル  t=30 梁：St L 175×175×121

収納
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プロジ クタ
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ガススプリング
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テント膜
(折りたたみ時) 4枚

蓄電池脚
折
れ
机
10
台

演台椅子
10脚

椅子
10脚

柱
6本

柱：St CT 175×350×12×19ダイヤフラム：St PL-25 
    コーナーキャスティング穴開き

収納収納収納

6058

25
91UTSUNOMIYA

UNIVERSITY移動型ラボで、大学内からまちに移動し、レクチャー・展示等を行うこと
ができる。レクチャー等で使う備品をボックスに収め、片方によせることで
内部を使う面と外部を使う面に分けた。壁を開くと庇や外部床になり、ボッ
クスから様々な備品を取り出すことで外部の活動が可能となる。ボックスは
机にもなっており、普段は研究室として使える。

梁：St L
    175×175×12

柱：
St CT 175×350×12×19

はね上げ扉

ソーラーパネル

ダイアフラム
：St  PL-25
コーナーキャスティング穴開き

収納ボックス

内壁 軽量鉄骨下地 40×4
  断熱シ ト t 4

           PB t=12   

開口部 St PL t=9
              St L 30×30×3
              ガラス t=8 外壁 遮熱断熱塗料の上SOP

6058

24
38

22
35

15
35

70
0

屋根 遮熱断熱塗料の上SOP

机ラワンランバ コア =24

天井軽量鉄骨下地 4 ×40
          断熱シ ト t=
          ラワン合板 t=12   
          

C
H
=
22
25

6058

25
91

25
91

2438

C
H
=
22
25

床構造用合板 t 12
      断熱材 t= 0
      ワン合板 t=24

unit 4

unit 3

リサイクル型
ラボユニット




